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新路面をただひとり征服！
塚越広大（DOCOMO TEAM DANDELION RACING）が
オートポリス連続ポール!!
松田次生が最前列スタートを獲得！ 2列目には大嶋、伊沢が並ぶ

2012 全日本選手権フォーミュラ・ニッポン 第3戦 2012年5月27日（日） オートポリス

デチャ・クライサーとチャランポン・ポラマイというチームメイト同士のトップ争いとなったレース1。
最終ラップに接触するほど激しいバトルは、デチャが制し念願の全日本初優勝を達成。2位に中冨伸一、3位に小林龍太が入った。

デチャがチームメイト同士のバトルを制し全日本初優勝を飾る！

5月26日（土）、全日本選手権フォーミュラ・ニッポン第3戦の公式予選
が、オートポリス（大分県）で行われ、No.41 塚越広大（DOCOMO 
TEAM DANDELION RACING）が、自身2度目のポールポジ
ションを獲得した。

なんとロッテラーとデ・オリベイラがQ2で敗退!?
　昼過ぎから曇り空となり、21度と涼しいオートポリス。午後2時から
は20分間のQ1が開始された。ピット出口がオープンになると、午前中
のフリー走行でクラッシュを演じたNo.19 ジョアオ・パオロ・デ・オリベイ
ラ（TEAM IMPUL）を除く16台が、間もなくユーズドタイヤを装着し
てコースへと入って行く。今年のオートポリスは、路面が再舗装され
たこともあり、このユーズドタイヤの時点で、多くのドライバーがこれま
でのレコードタイムを更新してくる。残り時間が6分で、次 に々ニュータ
イヤを装着して、タイムアタックに入っていく。マシンの修復がようやく
終わったデ・オリベイラも、いきなりニュータイヤでのアタックだ。チェッ
カー目前、トップタイムをマークしたのは塚越。2番手にはNo.40 伊
沢拓也（DOCOMO TEAM DANDELION RACING）、No.20 

松田次生（TEAM IMPUL）と続く。Q1では、この2人だけが1分
28秒台に突入した。以下、No.1 アンドレ・ロッテラー（PETRONAS 

TEAM TOM'S）、No.8 ロイック・デュバル（Team KYGNUS 

SUNOCO）、No.7 大嶋和也（Team LeMans）、No.16 山本尚貴
（TEAM 無限）と続き、デ・オリベイラも8番手に滑り込んだ。。
　ここから10分の間を置いて、7分間のQ2が始まる。気温、路面状況

はQ1とほぼ同じ。ピット出口
がオープンされると、まず松

田がコースイン。フロントタイヤをスクラブして一旦ピットに戻る。その後、
No.2 中嶋一貴（PETRONAS TEAM TOM'S）、伊沢、No.38 平手
晃平（Projectμ/cerumo･INGING）、塚越、デ・オリベイラがニュータイ
ヤでコースイン。残り4分あたりでアタックに入る。そして、再びチェッカー
目前にトップに立ったのは塚越。伊沢、デュバル、一貴、松田、平手、大
嶋、山本と続いた。中でも、松田は1周目のアタック中にジェットコースター
ストレート下でスピン。なんとか仕切り直して、Q2を突破した。
　一方、ここで敗退となったのは、アライメントを取るまでの時間がな
かったデ・オリベイラ、さらに、ディフェンディング・チャンピオンのロッテラー
も13番手という結果に終わってしまう。ロッテラーは、アタック途中、松田
のスピンに遭遇し、仕切り直しを目指したが、コントロールラインに戻っ
てきた時点で、すでにチェッカーでアタックできなかった。この他No.32 

小暮卓史（NAKAJIMA RACING）ら3名がQ2敗退となった。

塚越が予選全セッションを制する
　そこから10分間のインターバルを経て、いよいよポールポジション

を決定するQ3が始まったのは、午後2時47分。このセッションでは、
ピット出口がオープンされると、まず一貴がコースインし、フロントタイ
ヤをスクラブしてピットに戻る。その後、次 に々他のドライバーもコース
に入り、最後のアタックへと向かった。
　ここでまずトップに立ったのは、松田。続いてアタックした一貴、
デュバル、大嶋らは松田のタイムを上回れなかった。その直後、一気
にトップに立ったのは、塚越。塚越は1分28秒523までタイムを伸ばし
た。それに続いて、1分28秒台に突入したのは、山本。その結果、塚
越が昨年のオートポリス戦に続き、2年連続の、そして自身2度目の
ポールポジションを獲得した。以下、山本、松田、大嶋、伊沢、デュバ
ル、平手、一貴と続いた。
　なお予選後の再車検で、山本の16号車がウイング高の違反と判
定され、全予選のタイムが抹消された。その結果、山本は27日の決
勝を最後尾からスタートすることになり、松田以下のドライバーは1つ
ずつポジションが繰り上がることとなった。

ST600
予選速報は中面です！

2011 Formula NIPPON
総集編DVD絶賛発売中 
初参戦の若きF1経験者・中嶋一貴が刺激に
なったか、実力がありながら“無冠の帝王”に
甘んじていたアンドレ・ロッテラーがついに覚
醒！ 山本尚貴や塚越広大といった若手の台
頭やロッテラーと前チャンプのオリベイラ、韋
駄天・小暮卓史との激闘など、名場面の連続
だった2011年フォーミュラ・ニッポンをここに再
現!! さらにJAF GPでのデッドヒート、スペシャ
ルインタビューなども収録。
お求めは、J  SPORTSオンラインショップ
（http://shop.jsports.co.jp/）、その他取扱
店で。定価3,990円（税込）

J SPORTS
J SPORTSは今年もFormula NIPPONを全戦放映。サーキッ
トに来場できないファンに、レースの臨場感をお届けします。

●フォーミュラ・ニッポン2012 第3戦 決勝
決勝 5/27（日） 14:00～17:00 J SPORTS3（生放送）
決勝再放送 5/28（月） 19:30～22:00 J SPORTS3
 5/29（火） 24:30～27:00 J SPORTS1　ほかリピート放送あり
●フォーミュラ・ニッポンのから騒ぎ
フォーミュラ・ニッポンの将来を担うサムライ達が集結し、フォーミュラ・ニッポンについて
“ざっくばらん”に語る。出演： 中嶋一貴／平手晃平／小暮卓史／塚越広大 

5/28（月） 15:30～15:40 J SPORTS1　ほかリピート放送あり
○番組ホームページ :  http://www.jsports.co.jp/motor/formula_nippon/

BSフジ
決勝日の翌週日曜日（再放送は翌々土曜日）にレースダイ
ジェストを放映します。

●フォーミュラ・ニッポン2012 第3戦 オートポリス
6/1（金） 18:00～18:55［再放送：6/9（土）13:00～13:55］
○番組ホームページ :  http://www.bsfuji.tv/top/pub/formura2012.html

GyaO!（オンデマンド放送）
 大会終了後14日後、24:00よりオンデマンド配信
http://www.yahoo.co.jp/

BS12ch TwellV（トゥエルビ）は全国無料放送!!
「MFJ全日本ロードレース選手権第4戦オートポリス
  スーパー2＆4レース2012」をダイジェストでお届け。

○番組ホームページ :  http://www.twellv.co.jp/program/sports/index.html#spo60

リニューアルオープン！ 
フォーミュラ・ニッポン 公式モバイルサイト
http://motorsports.ch/fn/index.php

現地観戦には欠かせないライブタイミン
グを始めとした速報情報や、動画など
の見たいコンテンツが満載！ スマートフォ
ン（全キャリア対応）からもアクセス可能
です。
※Formula NIPPON公式モバイルサイトは、「モータースポーツチャンネル」 内、
　無料特別サイトとして運用しています。
※docomo, au, SoftBank, スマートフォン共通
※パソコンからのアクセスはできません
※旧サイトの会員情報は新サイトへは引き継がれません。大変お手数ですが
　新サイトにて再度登録をお願い致します。

予選速報電子版「QUALIFYING NEWS FLASH Plus」には紙面では伝えきれな
いコンテンツがイッパイ！ 全ドライバーの写真、マシンの写真、動画や、普段は見ることの
できない公式通知など情報満載！ 予選速報を読み終えたらQRコードからアクセス！！ 

左のQRコードからアクセス！

※コンテンツ内容は予告なく変更されることがあります。ご了承ください。

Rd.1 4/14,15 鈴鹿サーキット
Rd.2 5/12,13 ツインリンクもてぎ
Rd.3 5/26,27 オートポリス
Rd.4 7/14,15 富士スピードウェイ

Rd.5 8/4,5 ツインリンクもてぎ
Rd.6 9/22,23 スポーツランドSUGO
Rd.7 11/3,4 鈴鹿サーキット
SPL. 11/16～18 FUJI SPRINT CUP

2012 フォーミュラ・ニッポン年間スケジュール

無料

8
ロイック・デュバル
Team KYGNUS SUNOCO
TOYOTA RV8K
Q1: 1'29.603
Q2: 1'29.343
Q3: 1'29.625

Formula NIPPON
Starting Grid Race start:

14:30

2
中嶋 一貴
PETRONAS TEAM TOM’S
TOYOTA RV8K
Q1: 1'29.842
Q2: 1'29.385
Q3: 1'29.903

20
松田 次生

TEAM IMPUL
TOYOTA RV8K

Q1: 1'29.327
Q2: 1'29.574
Q3: 1'29.017

16
山本 尚貴
TEAM 無限
Honda HR12E

1
アンドレ・ロッテラー

PETRONAS TEAM TOM’S
TOYOTA RV8K

Q1: 1'29.481
Q2: 1'31.535

19
ジョアオ・パオロ・デ・オリベイラ

TEAM IMPUL
TOYOTA RV8K

Q1: 1'29.707
Q2: 1'29.954

10
金石 年弘
 HP REAL RACING
Honda HR12E
Q1: 1'30.222
Q2: 1'30.594

38
平手 晃平

Project μ/cerumo·INGING
TOYOTA RV8K

Q1: 1'30.246
Q2: 1'29.585
Q3: 1'29.663

7
大嶋 和也
 Team LeMans
TOYOTA RV8K
Q1: 1'29.693
Q2: 1'29.643
Q3: 1'29.182

3
安田 裕信
KONDO RACING
TOYOTA RV8K
Q1: 1'30.384

18
 折目　遼

SGC by KCMG
TOYOTA RV8K

Q1: 1'32.422

32
小暮 卓史
NAKAJIMA RACING
Honda HR12E
Q1: 1'30.003
Q2: 1'29.991

41
塚越 広大
 DOCOMO TEAM DANDELION RACING
Honda HR12E
Q1: 1'28.692
Q2: 1'28.856
Q3: 1'28.523

31
中嶋 大祐

NAKAJIMA RACING
Honda HR12E

Q1: 1'30.816

39
国本 雄資

Project μ/cerumo·INGING
TOYOTA RV8K

Q1: 1'30.207
Q2: 1'30.001

40
 伊沢 拓也
 DOCOMO TEAM DANDELION RACING

Honda HR12E
Q1: 1'28.928
Q2: 1'29.112
Q3: 1'29.380

予選日：	2012年5月26日（土）	出走17台
Q1：天候：	晴／路面：	ドライ
Q2：天候：	晴／路面：	ドライ
Q3：天候：	晴／路面：	ドライ
予選通過基準タイム：	1'34.900 : Q1/107%

※本グリッドは公式予選結果を元に予選速報編集部で作成したもので、主催者による公式発表ではありません。
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嵯峨 宏紀
 TOCHIGI Le Beausset Motorsports
TOYOTA RV8K
Q1: 1'31.736

＊1：	No.16は、国内車両規則フォーミュラ第13章2.10.1（ウィング高越）違反により全タイム抹消とする。
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Round 3 AUTOPOLIS Preview塚越 広大 DOCOMO TEAM DANDELION RACINGPole Position 41No.

予選で奮闘したサムライ魂！ 日本人がトップ4独占
下克上の嵐は九州・阿蘇の地で吹き荒れるのか!? 決勝に注目せよ！

ランキング上位陣が総崩れの予選
レースでの作戦で巻き返しなるか!? それとも塚越の初優勝か!?

Pit Road

公式練習でどこを直せばいけるという感じはつかんでいたので、
セッティングを変更して予選に臨みました。一昨年、去年と調子が良
かったので今年も同じならいいなと思っていたんですが、セッティン
グの変更がいい方向に行って、Q1からQ3まで路面状況に合わせ
て若干アジャストするような形で進めていきました。最後もベストタイ
ムが出たので良かったと思います。去年の決勝では天候が荒れて
作戦で失敗したんですが、クルマの調子は良かったので、今年こそ
スタートからいい流れのまま（トップで）戻ってきて、結果を出したいと
思います。今回は、路面がキレイになったので、さらに攻め甲斐のあ
るサーキットになりましたね。今まではバンピーでストレートですら休ん
でいられない状態でしたが、走りやすくなったという感じがあります。
いい方向に進んだので、予選は乗っててすごく楽しかったですね。

スタートからいい流れのままで結果を出したい

松田 次生 TEAM IMPUL2nd 20No. 大嶋 和也 Team LeMans3rd 7No.

古いタイヤで1分29秒台前半まで行けたので、自
分の中ではポール（ポジションを）狙えると思って
ニュータイヤを履きました。でも全然タイムが出なく
て。最終的にスクラブしたり、フロントタイヤが曲がら
ないという苦労があったり、Q2でスピンをして、もう

終わったと思いました。でもなんとかQ3まで残れて
運が良かった。クルマは悪くないので明日挽回した
いですね。フリー走行できちんと見極めて、チャンス
があればトップを狙いたい。またレース後も4年ぶり
にここ（記者会見）に来れるようがんばります。

チャンスがあればトップを狙う
Q3の結果だけを見ると（フロントローまで）もう少しと
いう感じですが、フリー走行の走り始めはクルマが
思ったような状態ではなかったんです。それで自分な
りのセットに戻そうと大幅にセッティングを変更しまし
た。当初は「最後まで残れるかな」と思っていた段階

から最終的にはQ3まで残れたということで、流れは
あったのかな。確かにタイムだけを見ると、あと0.2秒
で2番手だった（No.16山本のタイム）という思いもあ
りますけどね。決勝はいつもと上位の顔ぶれが違い
ますが、そこでいい走りができればいいですね。

顔ぶれの違う上位でいい走りがしたい

伊沢 拓也 DOCOMO TEAM DANDELION RACING4th 40No. ロイック・デュバル Team KYGNUS SUNOCO5th 8No.

フリー走行からクルマの状態がすごく良く、Q1、Q2
ではチームでワン・ツーだったんですが、Q3ではセッ
トも自分自身もちょっと攻め過ぎた感じでした。僕も
いくつかミスがあったので、結果、タイムロスをした
かな。気持ち的にちょっと行き過ぎました。クルマも

決まっているし、レースペースも前回良く走れている
し、今回も絶対いいと思う。あとは追い上げるレース
をするだけです。今回は上位がちょっと違うメンバー
なので、いつもよりやりやすいかもしれません。クルマ
をしっかり仕上げてレースに挑みたいですね。

決勝は追い上げるレースをするだけ
Q3に残ったものの、いいタイムが出せなくて残念。
Q2のときはクルマの状態も良かったから、Q3に向
けてセットを少し変えたんだよ。ところがすごくクル
マの状態が変わってしまって…。うまく行かなかっ
たね、どうしてだかわからない。アタックし始めてす

ぐにわかったよ。クルマはナーバスだし、スピードは
乗らないし、オーバーステアはひどいし。ほんと不思
議だった。レースはランキングトップ3選手が僕の後
ろからスタートするけれど、僕はその前からいいス
タートを切って、いい結果を残していきたいと思う。

Q3でものすごいオーバーステアになった

　開幕戦に続き、日本人ドライバーがトップ3を独
占。現在ランキング4位につけているNo.41 塚越
広大が、ポールポジションを獲得した。一方、現在の
ドライバーズランキング、トップ3だが、No.2 中嶋一
貴が7番手、No.19 ジョアオ・パオロ・デ・オリベイラ
が8番手、ディフェンディングチャンピオンのNo.1 ア
ンドレ・ロッテラーが13番手に沈むという波乱の展

開となった。これが、決勝ではどのような結果になる
のか。まずは、自他ともに力を認めているトップラン
カーたちのスタート、そしてどんな作戦を取ってポジ
ションを上げてくるかというのが見どころだ。
　これに対して、上位陣では、塚越の初優勝なる
かというのが、最大の注目ポイントとなるだろう。塚
越は、鈴鹿の開幕戦でも予選2番手からレースを

リード。残念ながらマシンにトラブルを抱えて、最終
的には2位だったが、いつ勝ってもおかしくないとい
うポテンシャルを見せた。それが今回、結果につな
がるのか。塚越は昨年、セミウェットからドライへと
変わっていく路面状況に翻弄され、ポールスタート
のアドバンテージを生かせなかったが、この決勝日
は完全ドライの予報。だからこそ、ポールシッターに

はチャンスが広がる。ただし、その塚越の前に大き
く立ちはだかりそうなのは、今季TEAM IMPUL
から完全復帰したNo.20 松田次生。松田はスター
トに定評があるだけでなく、オートポリスと相性抜
群。だからこそ塚越との対決の行方が気になる。

Round 3 AUTOPOLIS Topic

　フォーミュラ・ニッポンを運営する日本レースプロ
モーション（JRP）の白井裕社長や話題のゲスト
を招いて、モータースポーツ記者と懇談する「サ
タデーミーティング」。今回のゲストはドライバーズ
ランキングで1-2を占めるPETRONAS TEAM 

TOM'Sの中嶋一貴、アンドレ・ロッテラーに監督
の舘信秀氏。連勝中のチャンピオンチームを率い
る舘監督には「なぜ強いんですか？」の質問には
「他と変わったことはやってないんだけど…。僕ら

のチームはドライバーも含め同じメンバー
で長くやっていて、変わらない。この変わ
らないことが良いんじゃないかな」と答えていた。
　続いて白井社長とトヨタの永井洋治氏（写真
右の人物右）、ホンダの坂井典次氏（同左）という
エンジンサプライヤーのトップエンジニアが登場。
白井社長も元ホンダのエンジン開発者だけに、記
者を相手に濃いメカニズム論議に。今年のキモに
なる燃費の話題では「燃費重視とパワー重視の

切り替えでどのくらいタイムが違いますか？」の問
いが。永井氏は「5段階の上と下で0.5秒くらい。
1秒も違ったら誰も使ってくれませんから」と。さらに
「燃費は、F1はじめどんなレースでも重要な武器
です。“燃費走行”という言葉はマイナスに思われ
がちですが、それも厳しい競争なんですよ」と続
け、レースの深い見方を語ってくれた。

タイムスケジュール（決勝日）
8:00 〉〉 8:15 RoadSter Cup タイムアタック

 8:30 〉〉 8:45 ST600ウォームアップ

 9:00 〉〉 9:30 Formula NIPPONフリー走行

 9:30 〉〉 9:40 Formula NIPPONスタート練習 

 9:50 〉〉 10:10 サーキットサファリ

 10:40 〉〉 RoadSter Cup 決勝（7周）

11:20 〉〉 12:05 PIT WALK

12:45 〉〉  全日本ロードレース（ST600）決勝（16周）

14:30 〉〉 Formula NIPPON 第3戦 決勝（54周）

エンジン開発者と取材記者が濃い歓談
燃費談義で盛り上がったサタデーミーティング

Team Pit 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
ST
600 1・2 ST

600
ST
600 19・20 ST

600
ST
600 40・41 ST

600 7・8 ST
600

ST
600 31・32 ST

600
ST
600 38・39 ST

600 16 ST
600 18 ST

600 10 ST
600 3 ST

600 62 ST
600 ＊ ＊

▲1st Corner Pit RoadFormula NIPPON


